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 所在地︓千葉県我孫⼦市
 団体名︓帝⼈ソレイユ（株）我孫⼦農場

（屋号︓ポレポレファーム）
 取組パターン︓直接雇⽤型・連携型
 主⼒商品・イベント︓

胡蝶蘭、野菜類、⼲し芋、
⾷⽤バラ/エディブルフラワー、
農作業ボランティア、ピザ窯ランチ

基本情報 取組の概要

取組の成果体制図

帝⼈(株)の特例⼦会社として2019年に設⽴、農業事業に着⼿。⼤⼿企業のネットワークの強みを活かし販路開拓。
監督職員が技術指導・⽣活相談・ジョブコーチを兼務し、⾼品質・⽣産性向上・低コスト化及び社員の成⻑を実現。

所在地▶〒270-1101 千葉県我孫⼦市布佐845－1
連絡先▶TEL:04-7199-9591 FAX︓04-7199-9562

E-mail: porepore_farm@teijin-soleil.com
ウェブサイト▶https://www.teijin-soleil.com/

帝人ソレイユ（株） 我孫子農場 ポレポレファーム 視察受⼊れ︓可 報道機関受⼊れ︓可

帝人（株） 親会社

帝人ソレイユ（株）特例子会社

オフィスサポート部

農業事業部 （ポレポレファーム）

○ ⾃社農園で、⾼付加価値の①オーガニック野菜（1ha）、②エディブルローズ（中型
ハウス 1 棟）、③胡蝶蘭（⼤型ハウス １棟）を⽣産・販売。

○ 農業事業部に15名を最低賃⾦以上で雇⽤、マネージャー3名（うち1名が農福連携技
術⽀援者、障害者職業⽣活相談員、企業在籍型職場適応援助者）がジョブコーチ役
を兼務し、⾼品質・⽣産性向上・低コスト化、さらには社員の成⻑を実現。

○ ⼤企業の強みをフル活⽤し、⼤型投資（胡蝶蘭ハウス5千万円等）、CEO等のトップ
セールス（胡蝶蘭）、国内社員１万⼈の協⼒・⽀援、定期メルマガ受信5,700名
等）を背景に、順調に雇⽤拡⼤と⿊字化に向けて進捗。

〇 障害者雇⽤者︓取組当初（2019）の3⼈から15⼈（2021）に拡⼤。
〇 平均賃⾦︓ 約13万円を維持し雇⽤者を拡⼤。
〇 売上額︓初年度の240万円から数千万円（2021）と5倍以上に増加。
〇 その他の成果︓野菜宅配事業はグループ内でほぼ完売。胡蝶蘭は、

法⼈で主に⼤⼿企業を中⼼に70社超、個⼈で100
名超から受注があり、順調に推移。先進性が評価
され、NHKをはじめメディアからの取材も多い。

社会福祉法⼈
障害福祉サービス事業所

連
携

胡蝶蘭事業グループ / 野菜・バラ事業グループ

特別⽀援学校

千葉県
我孫⼦市



【取組のプロセス】

会社設⽴により障害者雇⽤を開始。特例⼦会社として認可
○ 2019年会社設⽴。我孫⼦農場での農業班３名、東京本社でのオフィスサポート班4名の

7名で障害者雇⽤を開始。
○ 特例⼦会社として認定。オーガニック野菜の出荷開始。

2017年～

2019年

2020年

今後の
展望

きっかけ
障がいがある家族を持つ社員有志が特例⼦会社設⽴を企画提案。
帝⼈（株）の経営会議で会社設⽴が承認され（2018年）、有志社員の⼀部
が⼈事異動して経営に携わる。

胡蝶蘭ハウスの竣⼯、⾷⽤バラ/エディブルフラワーの⽣産開始

○ 胡蝶蘭ハウスが竣⼯。農業事業部の下に胡蝶蘭事業グループを新設。
○ ⾷⽤バラ/エディブルフラワーの販売開始。我孫⼦市内レストランに販売・出荷。
○ ⼲し芋⽣産の開始。我孫⼦直売所で販売し完売。

障がいのある⽅々にとっての“新しい現実を創る”
○ 「農福連携」という国を挙げた農業での障害者雇⽤拡⼤の動きも追い⾵にしながら、企

業型の成功モデルを確⽴し、「ハンディキャップのある⽅々がこんなにスゴイことを
やっているんだ︕」という驚きを世界に発信していけることを⽬指す。

障害者のクオリ
ティ・オブ・ライ
フの向上
共⽣社会の実現、
社員の成⻑

2021年 胡蝶蘭アレンジメントのリリース、胡蝶蘭ブランドの⽴ち上げ

○ 胡蝶蘭を使⽤したアレンジメントフラワーを外部と組んで開発し、新発売。
○ 胡蝶蘭ブランド「Planetʼs Hug Orchid」を⽴ち上げ。
○ 社員の成⻑に資する「⽀援員不在」のコンセプトが明確になる。
○ 我孫⼦市のふるさと納税返礼品として胡蝶蘭アレンジメントを登録。

Joy at Work
（やりがいと働く
楽しさ）の具現化


